
　８　頂点$��%��&が反時計回りに位置する三角形$%&がある。初めに点3は頂点　

　�$にあり　サイコロを�回投げるごとに　�の目が出れば点3を反時計回りに�つ　

　�隣の頂点に移動　�の目が出れば点3は時計回りに�つ隣の頂点に移動する。

　��と�以外の目が出れば　点3は移動しない。　　　　　　$

　�自然数�Q�に対して　サイコロを�Q �回投げたときに　

　�点3が頂点$��%��&にある確率をそれぞれ� QD �� QE �� QF �
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��������ア　サイコロを�回投げた。�の目　�の目　�の目　�の目　�の目が出た。
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